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▶挨拶（理事長） 
 学校運営も順調に、明るく前向きに進んでいることを喜ばしく思う。きたんの無いご意見

をいただきたくお願いします。 
 
▶委員長挨拶 
 活発な意見を交換し、今後の為になる会にしていただきたいと思いますので、ご協力よろ

しくお願いいたします。 
 
▶令和５年度学校評価結果報告 
 （１）職員の自己評価が年々上がっていると感じる。 
 （２）Chorombook の導入により職員間の情報共有がより活発になった。 
 （３）人材不足が課題の中、今後も人材育成に力を入れたい 
 （４）保護者と適切に連携を図りたい 
 （５）災害時の対応を学生に周知する機会を設けた 
 （６） 活発な広報活動を進め、今後も継続的に入学者の確保に努めていきたい 
 （７）職員研修などを開き職員間で周知を図りたい。 
 （８）社会貢献・地域貢献 昨年度は食と花の推進課により依頼で若手料理人を学生の指

導に呼んだり、市が主催するイベントに積極的に参加し、学生のとても良い経験になっ

ている 
 
▶学校運営取り組みについて 
・コロナ後の教育活動 
 コロナの２類→５類への移行 
 夏の民謡流しが復活、ここに学生・職員ともに参加。 



 製菓・調理ともに２泊３日の国内研修旅行を実施。宿泊を伴う行事は学生に大変喜ばれ

た。 
 
・学校の環境整備について 
 エレベーターの取り替えは学生が使用するに当たり安心・安全なものにできた。 
 
・危機管理について 
 学生全体に研修を行い、地震が来た場合の対応法を周知させた。さすまたを購入。危機管

理マニュアルを作成し、職員に周知させなければならないと決まっている。事件・事故を

踏まえて常に改正していくもの。 
 
▶来年度の重点目標（学園長） 
・製菓衛生師試験・調理師免許・食育インストラクターの免許をしっかりと取得し、更に

様々なコンクールに学生ができるだけ多く参加するよう伝えている。 
・クロームブックを使ったり、画面を使って会議をしたりとシステム構築をこれからも続け

ていくものだと思う。 
・できるだけ社会貢献できるよう学生に働きかけ、献血などボランティアに参加するようこ

れからも伝えていきたい。  
 
 
▶意見交換・質疑 
 
営利目的の会社であれば売上目標といったように、具体的な目標を設定することは大事だと

思う。例えば「広報がしっかりできた」ということはどんな結果を達成できたらそれが言え

るのか。 
 
新潟の文化・食材を広める料理がもっと増えたら良いし、そのために学生に授業で新潟の食

材を使えたら良いと思う。食材そのものについての知識も大事だが、地域のことをもっと知

る、何が名産なのか、どんな気候なのか、新潟について知ることを授業でやってもらえたら

良いと思う。 
 
近い未来必ず必要と思えるのが、IT 人材を社内で育てること。外注して済むものもある

が、校内の社員から育てることが大事。簡単なベースをＡＩで作り、そこに人が肉付けをし

ていくという作業。タイパをよくしていくためにも必要になってくる。 
 
▶閉会の挨拶 
今回いただいた貴重なご意見をしっかりと、学校運営に生かしていきたい。 


